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Seminar Report 
AGC colors Guild 第3回セミナー 「設計者と共有し育てるガラスの未来」

Color Glass FAQ

活動記（第9回〜第12回）

Information

Internal Impression

SYKORA HOME （Czech Republic / Prague） 

Centre Hospitalier  Intercommunal Toulon  Hopital Sainte-Musse （France / Toulon）

ガラスの空間学③： 色と質感

IN CO.,LTD “Eri Ibuki & Makiko Sakai”

カラーバランスと質感の対比が生み出す
唯一無二の室内空間

イン“伊吹絵理 & 酒井万貴子”

金型の基準面になります（図3）。逆に凸型ではRの
内側が型の基準面になり（図4）、設計上ガラス芯
で指定されたR寸法をガラス厚により調整して型
の製作を行います。製造できる曲げガラスの最小R
は板厚に関係します。直角曲げの場合、ガラス厚5
ミリでは20R、19ミリでは65R程度ですが、Rが小
さいほど曲げ部分の視覚上の歪みをなくすのが難
しくなります。直角以上の曲げの最少Rはこれより
さらに大きくなります。

 ［ S字曲げや3次曲面は ］
車のフロントやリアウインドウの曲げガラスは３
次曲面ですが、型の製作とガラスの寸法精度に大
きな技術が要求されます。平面ガラスの一部が球
状に凹んだガラス洗面ボウルカウンターも発売されています。S字曲げや3次曲面のガラスが建築開口部に
採用される例も増えており、東京の「プラダ ブティック青山」は菱形の3次曲面ガラスで話題になりました。こ
のように曲げガラスはメーカーの技術の蓄積によりかなり難しい加工も可能になりましたが、カラー塗装や
エッチングなど、曲げガラスへの後加工の有無を含め、設計段階での綿密な打ち合わせが必要な分野である
ことは言うまでもありません。 （AGC旭硝子  木下 純）

〒110-0015 東京都台東区東上野4-24-11 NBF上野ビル

［ お問い合わせナビダイヤル ］ ［受付時間］ 9：00〜12：00 / 13：00〜17：00（土・日・祝日休み）TEL.050-3377-54190570-001-555
ガラスプラザカラーガラス
https://www.asahiglassplaza.net/gp-pro/colorglass/
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カラーガラスの曲げ加工はできますか？

2枚のガラスの間にパターン柄フィルムを挟み込み、
装飾効果を重視しながら透過性がコントロールでき
る合わせガラス『ラミトーン・グラフィカルパターンシ
リーズ』。ショップインショップや間仕切りなどに人気
のこのシリーズに、「ドットグラデーション」と「スリッ
トホワイト」の新柄が追加されました。

ガラスならではの透過性に装飾性と安全性を付加し、自立し
たパーテーションとしての機能を追求した合わせガラス『ラミ
トーン』。その『ラミトーン』に、「クリスタルカラーシリーズ」が
新登場。2枚のガラスの間に透明なカラーフィルムを挟み込
むことで、空間の広がりはそのままにさまざまな色味を加えら
れるようになりました。オフィスや店舗、一般住宅の間仕切り
やスクリーン、ドアなどにどうぞご活用ください。

カラー合わせガラス
「ラミトーン・クリスタルカラーシリーズ」
新発売！

パターン柄合わせガラス
「ラミトーン・グラフィカルパター
ンシリーズ」に新柄登場！カラーガラス施工実績が200万平米を超えるAGCヨーロッ

パ。そんなカラーガラス先進地域での主力商品『ラコベル』の
人気色が、このたび日本でも追加されました。新色は、「ソフト
ホワイト」、「メタルグレー」、「ルミナスグリーン」、「クラシック
レッド」の4色。ヨーロッパの香り漂う新色を加え、ますます充
実のAGCカラーガラスです。

AGCカラーガラス
「ラコベル」に新色登場！

LACOBSW5
ソフトホワイト

LACOBMG5
メタルグレー

（2012.2.1発売開始）

LACOBRG5
ルミナスグリーン

LACOBSR5
クラシックレッド

ドットグラデーションスリットホワイト

Answer

〈高さ・浅い〉 〈高さ・深い〉

（図1） 1/4円 （図2） 1/2円

（図3） 凹型 （図4） 凸型

ただし製造上のプロセスは、「曲げガラスの特注カラーガラス化」ということになります。加工温度の関係で曲げガラスを造った後に塗装工程が入ると
いうことで、カラーガラスそのものを曲げ加工することはできません。カラーガラスの製作については前回のVol.2をご参照ください。今回は曲げガラ
スの製造を中心にお話しますが、AGC旭硝子では建築用途の曲げガラスは受注しておらず、2次加工メーカーの仕事になることをご承知ください。

 ［ 曲げガラスの製造方法 ］
曲げガラスは建築開口部をはじめショーケース
や車の窓など目にする機会も多く、特殊な加工で
はないのですが、製造上のノウハウは大きなもの
があります。製造工程としては平板ガラスを型の
上に置き熱を加えて軟化させ、ガラスの自重で型
に沿うようにして曲がったガラスを常温まで冷ます

（徐冷する）ことにより完成します。曲げ工程では
580℃～620℃位の温度を加えます。カラーガラス塗装面などはこの温度に耐えられないので、曲げガラス
は素板の状態で製造します。ガラスは均一に温度を上げたり徐冷しないと破損するため、曲げ形状、ガラス
の大きさ、厚さなどによりきめ細かな温度管理が必要な技術です。熱源は電気（ニクロム線）が一般的で、部
分的にガスを用いることもあります。

 ［ 型はどのようなもの ］
曲げ型はフラットバー（平鋼）で作られる金型が一般的で、耐熱グラスファイバー等のシートを介して板ガラ
スを型の上に置きます。曲げガラスの最も基本的な形状として1/4円程度の円周状の曲げ加工を考えてみ
てください（図1）。この場合の＜高さ＞寸法はもちろん素板の大きさによって違ってきますが、この程度のも
のを「浅曲げ」といい、1/2円など高さが大きなものを「深曲げ」（図2）といいます。型には凹型と凸型があり
曲げ形状により使い分けます。浅曲げでは凹型、つまりRの外側が型に沿う作り方が一般的。すなわち外Rが

できます！ Vol.03
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デザイナーによるデザイナーのためのカラーガラス情報マガジン
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Information

周辺環境をさまざまに映し込む反射性と鮮やかな発色、そして高質かつ
硬質な質感により、空間クリエイターから熱い注目を集めるカラーガラス。
その素材としての魅力を検証し、時代に即した空間デザインへの応用の
可能性を模索することを目的に、第一線で活躍する空間クリエイター5組
によって組織されたAGC colors Guild。月に一度開かれる定例会の成果
が、本紙に、そしてセミナーへと結実しようとしている。

第9回 第10回 第11回 第12 回

恒例となった冒頭の事例紹介では、遊佐氏から病院
ロビーのカラーガラスの使用例、大野氏からは有機
EL照明とパールビトロを組み合わせたバーでの使
用例、宮坂氏からは木製の床面、石製の壁面との対
比の中でカラーガラスを使っていく代官山のセレク
トショップが紹介された。また、このcolors GUILD
でさまざまに検討されたカラーガラスの可能性を提
示する展示会は、年内に京橋のAGC studioで開催
することに決定した。

今回の定例会からGUILDメンバーのレポート発表
に代えて、AGC側から提出された具体的なテーマ
に対して、メンバーたちが意見を述べあうヒヤリン
グ方式を採用。初回のテーマは「カラーガラスのカ
ラーバリエーション」。現行のカラーバリエーション
に対して、色数の多寡、新色追加の要不要、特注色
対応の是非などについて、活発な議論が展開され
た。展示会の内容、方式についても引き続きディス
カッション。

2012年1月20日
＠AGC本社
会議室

2012年2月16日
＠AGC studio

2012年3月15日
＠AGC studio

2012年4月19日
＠AGC本社

今回のテーマは、「カラーガラスとは別のフィルム
貼りガラスは必要か」「マテラックのカラーバリエー
ションを増やすことは需要拡大につながるか」。カ
ラーガラスという製品を実際に使用するクリエイ
ター側からのさまざまな意見をヒアリングし、商品
構成開発に役立てるのがその目的だ。また、これら
を世の中に広くアピールするための広告出稿媒体
に対してのヒヤリングも行われた。 展示会の内容、
方式についても引き続きディスカッション。

今回のテーマは、「カタログやサンプル帳などの販
促ツールのあり方」「顧客配信するメルマガのコンテ
ンツ」「Facebookの活用方法」。ユーザーであるデ
ザイナーの視点から見た魅力的で選びやすい販促
ツールのあり方、思わず開けてみたくなるメールマ
ガジンの編集構成、そしてネットワークづくりや情報
収集に役立つSNSコンテンツのあり方などが議論さ
れた。展示会の内容、方式についても引き続きディ
スカッション。

AGC colors

活 動 記 宮坂 大貴
［ 余白 ］

大野 力
［ sinato ］

游佐 清文
［ユウデザイン事務所］

伊吹 絵理＆

酒井 万貴子
［ イン ］

大塚 則幸
［大塚ノリユキデザイン事務所］

AGC Colors Guild Meｍber

2012年7月時点



Profile
伊吹絵理／1969年高知県生まれ。武蔵野美術短期大学、桑沢デザイン

研究所スペースデザイン学科卒業。デザイン事務所勤務を経て、2002

年よりイン入社。インテリアデザイン・ファニチャーデザインを手掛ける。

酒井 万貴子／1977年大阪市生まれ。2001年よりイン入社。インテリア

コーディネーターとして、商業施設・住宅・オフィスなどのコンセプトメイ

キングから家具装飾アートのコーディネートを手掛ける。

カラーバランスと質感の対比が生み出す
唯一無二の室内空間
デザインとコーディネイトとの融合という独特の視点から新たな空間創造のあり方を問いかけ続けるイン。

装飾からアートまでも網羅する彼女たちの空間デザインは、時代に即したライフスタイルの提案に満ちあふれている。

AGC Colors Guildのメンバーでもあるインの伊吹氏と酒井氏が語り下ろすガラスの空間学。

そこからはどのようなガラスの可能性が浮かび上がるのだろうか。

“Eri Ibuki & Makiko Sakai”   IN CO.,LTD
ガラスの空間学 3 ： 色と質感

イン“ 伊吹絵理 & 酒井万貴子”
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上左／壁面に穿たれたカラーガラス貼りのショーケース。マットなモルタル塗りの壁と艶や
かなカラーガラスの対比を際立たせるため、カラーガラスと同色・同光沢の焼き付け塗装が
施された幅わずか3mmのフラットバーで縁取り。モルタルとカラーガラスの隙間をなるべく
感じさせないためのきめ細やかな納まりが施されている。 上右／窓際ショーウインドウに並
ぶ木とカラーガラスの積層がイメージされた什器。こちらもマットな質感の木と艶やかな質
感のカラーガラスによるテクスチュアの対比によって構成されている。

マットな質感のモルタルの壁面の中に艶やかな質感のカラーガラスが鮮
やかに浮かび上がる店内。手前左のディスプレイスペース壁面と奥右の
ショーケース内に使用されたカラーガラスは、同じココアブラウンだが、照
明の当て方によってガラリとその印象を変える。

東京・神宮前に位置するジュエリーショップの路面店。モルタ
ル塗りによるマットな壁面の中に埋め込まれた艶やかなカ
ラーガラスが、落ち着いた空間に華やかさを与えるアクセン
トとして機能。まるでジュエリーのように煌めくカラーガラス
ならではの存在感が、商品の魅力を鮮やかに表現している。

撮 影 : 藤本 一貴

　

ガラス扉：t=6mm

カラーガラス／
ビトロカラー（ココアブラウン）
t=5mm

スチールFB t=2mm
下地錆び止めの上OP塗装
（カラーガラスと同色合わせ）

PB12.5下地

モルタル風塗装（小口ミガキ）

4040

12.5

33

30055

66 33

CLIO BLUE  Omotesando

［クリオブルー表参道店］

CASE 01

カラーガラスの曲げ加工で形づくられるキュートでポップなレジカウンター。上面と側面は傷に強くメンテナンス性
の高いカラーガラス、下部は蹴込みに配慮して同色のスチールメラミン塗装、裏面は同色デコラという構成。上面
勝ちとされたカラーガラスの納まりは、装飾的なデザインを野暮ったく見せないために、ダイレクトに6mmの厚み
を見せず3mmにまで面取りが施されている。

上／Aプラン『アンティーク』とBプラン『ソーホー』外観。『ソーホー』はその名の通り、玄関横に仕事スペースや趣味ス
ペースなど、ライフスタイルに合わせて使い方を変えられる多目的ルームを設定。　左／Aプラン『アンティーク』のリ
ビングバリエーションとキッチンバリエーション。 “質感”と“色”を変えるだけで空間の印象がガラッと変わることを実
感できるモデルプランを複数用意。施主は自分たちならではのインテリアを選択していくことができる。

神戸の人気洋菓子店「レーブドゥシェフ」がプロデュースした日本初“ねりたてアイス”の専門店。特注色ピンクの曲げ加工カラーガラスに
よるレジカウンターをブランドコンセプトを表現するポイントアイテムとして設定。店舗によって壁や床の素材・色が変わっても、このカウ
ンターを統一することにより、明快なブランド認知が図られている。

都内近郊で若い家族が2000万円程度で住める建て売り住宅。Aプラン『アンティーク』とBプラン『ソーホー』からライフスタイ
ルに合わせてプランを選択し、さらに壁面やキッチンなどの“質感”と“色”を居住者の好みに合わせて選び取ることができる。 

“質感”と“色”を自在に組み合わせて、自分らしい住まいをつくりあげる楽しさを提案。

BOKURA no IE

RITATINO  Azabujuban 

［僕らの家］

［リタティーノ麻布十番店］

CASE 02

open

TOP:カラーガラス（面取りW20）

幅木：木染色
（カラーガラスと同色仕上げ）

コンセント
鍵付き

メニュー

φ350*h30サイド（スチール塗装（白）+
topカラーガラス（ピュアホワイト）面取り15  

350*430*h290/90

140*220*h70

腰:カラーガラス曲げ加工
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CASE 03

撮 影 : Nacása & Partners

｜ インさんは、ひとつの事務所の中にインテリアデザイナーとインテ

リアコーディネーターが在籍し、そのコラボレイトによって空間をつく

りあげていく集団です。まずは自己紹介代わりに、なぜそうした形態を

とっているのかからお話をお聞きできますか。

伊吹：私たちの大きな特徴は、デザイン、コーディネートというジャン

ルに囚われることなく、素材や色、家具や什器、そして装飾やアートま

でを含めて空間をつくりあげていくことです。

　たとえば、コンセプトに則ったインテリアデザインを施し、そこから

家具やファブリック、小物に至るまでのトータルなコーディネートに

よって空間全体の完成度を高めていくことも私たちの仕事ですし、反

対に、お気に入りの1枚のアートから色やテクスチュアを抜き出し、そ

れをインテリアデザイン全体に展開させて、オーナーの好みやライフ

スタイルを反映させた空間をつくり出していくことも私たちの仕事で

す。ここまでがインテリアデザインの仕事、ここからはインテリアコー

ディネーターの仕事、といった垣根を外し、デザインとコーディネート

を融合し、一体化した視点からの空間づくりを目指しています。

酒井：また、住宅や商業施設といったデザイン領域の垣根に囚われて

いないことも大きな特徴だと思います。私たちは住宅もやるし、商業

施設もやる。リビングの延長線上のようなアットホームなお店をつくり

たい人もいるでしょうし、まるでブティックやギャラリーのようなスタイ

リッシュな空間に住みたい人もいるでしょう。そうした要望に応えてい

くためには、たとえば、“店舗用”の建材、“住宅用”の設備といった括

りは意味をなさなくなってきます。建材や設備を、余計な修飾語を取

り払ったひとつの純粋なエレメントとして捉え、それらをコンセプトに

沿って自在に組み合わせていくことを心がけています。もちろんそこ

には“オフィス用”の、あるいは“工業用”のなど、さまざまな括りが含

まれていることは言うまでもありません。

｜ 職能やファシリティといった従来までの垣根に囚われることなく、

それらを横断した視点から柔軟に、そして総合的に空間づくりを行っ

ているということですね。

伊吹：ええ。そうした空間をつくりあげていく上で、私たちがもっとも重

要なポイントとして捉えているのが、“質感”と“色”です。建材、設備、

家具、ファブリックなど、その空間コンセプトを具現化するためのあら

ゆる構成要素の組み合わせを、“質感の対比”、“色の関係”を手がか

りに構築していく。

　たとえば質感に関しては、マットな素材と艶やかな素材との対比、あ
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　また、透明性と遮蔽性を自在にコントロールできることもガラスの持

つ大きな魅力のひとつだと思います。光の当て方はもちろん、表面に

エッチングを施したり、屈折率をさまざまに変化させる曲げ加工を施し

たり、あるいは合わせガラスの中に異素材などを封入したりすること

によって、思い通りの透明性を無限に得ることができる。透過性と反射

性という相反する要素を、ひとつの素材の中に併せ持つことができる

のが、ガラスという素材が持つ最大の魅力なのだと思っています。

酒井：そこにカラーガラスという存在が加わると、その魅力がさらに増

すことになる。なぜならば、そこに“色”という要素が加わることになる

から。

　ガラスが持つ独特のテクスチュアは、その際立った平滑性がもたら

すものです。反射性や透過性をはじめ、ガラスならではのツヤ感や高質

感、清潔感は、その平滑性が生み出す特徴です。また、こうした現代的な

特徴を持っているにもかかわらず、ガラスは自然素材を原料としている

ため、木や石、焼き物といったクラシカルな素材とはもちろん、塩ビやア

クリル、プラスティックといった人工素材との相性も抜群にいい。

カラーガラスは、こうしたガラスならではのテクスチュア的な特徴は

そのままに、そこに“色”という要素を加えることができる使い勝手の

いい素材として、私たちがつくる空間のあちこちに、さまざまなかたち

で必然的に入り込んでくることになるのです。

｜ “素材”と“色”を空間クリエイションのベースとしているインさんた

ちにとって、ガラス、とくにカラーガラスは、空間構成のメインマテリア

ルとして、あるいは空間内のさまざまなエレメントをつなぐメディアと

して機能させるのにうってつけな素材なのですね。

伊吹：ええ。だからこそ現状のカラーガラスの色展開について苦言を呈

したくなる部分も出てきます。

“色”は生き物です。ファッションやファブリックの世界に“今年の流行

色”という情報発信があるように、人々が心惹かれる色というものは、

社会状況やライフスタイルの移り変わりによって、さまざまに変化して

いくものです。一口に“赤”と言っても、昔流行った “赤” といま心惹か

れる “赤”とは微妙に違う。ところが、カラーガラスの色味に関して言

えば、十年一日のごとく代わり映えのしない色味が並んでいるに過ぎ

ないことがとても残念です。たまに新色が追加されても、それは単にカ

ラーバリエーションが増えただけで、既存の “赤” を見直そうというも

のではない。“色”を売り物にしている以上、時代や気分の移り変わりを

敏感に感じ取った色揃えであることはとても大切なことだと思います。

酒井：色に対して臆病だった時代を超えて、いまは洋服と同じように、

住まいに対しても “色” を自由に採り入れたいという雰囲気に皆がな

りはじめている。白や黒をはじめとするモノトーン一辺倒ではなく、自

分たちのライフスタイルを反映させたさまざまな“色”を採り入れた空

間の中で過ごしたいという感覚に時代の気分は移り変わりはじめてい

る。インテリアに対して人々が意識的になりはじめたいまだからこそ、

カラーバリエーションも含めたカラーガラスのあり方があらためて問

われているのだと思います。

｜ ありがとうございました。

るいは透明性のある素材と遮蔽性のある素材との対比、ナチュラルな

テクスチュアと人工的なテクスチュアとの対比などを、その空間がどん

な雰囲気を醸し出すべきなのかを念頭に考え抜いていく。色に関して

も同様です。ベースになる色と差し色との関係、もっとも際立たせたい

色とそれを引き立たせる色との関係などをさまざまに検証しながら、そ

の空間全体が放つべきオーラのあり方を調整していく。こうした作業こ

そが空間創造におけるもっとも大切な課程だと思っているのです。

酒井：ここで言う “質感”と“色”とは、その素材がオリジナルで持って

いるものだけを指しているわけではありません。太陽光や照明など、光

の採り入れ方、光源の種類などによってそれらはさまざまに変化します

し、それを見る人間との距離や角度によって変幻自在に姿を変える。形

態はもちろん、その面積の大小によってもその見え方は大きく変わって

きます。“質感”と“色”をコントロールするということは、空間全体をコ

ントロールすることと同義だと思っているのです。

｜ なるほど。空間全体のトーン＆マナーをかたちづくっているのは、 

“質感”と“色”だというわけですね。このふたつを効果的に活かすた

めには、それぞれの素材に対する深い知識だけでなく、空間の中での

その組み合わせや使い方についても精通していなくてはならないと。

伊吹：その通りです。そうした意味でもっともコントロールすることが難

しい素材のひとつにガラスが挙げられると思います。逆に言えば、だか

らこそ、ガラスという素材は私たちにとって、とても魅力的な素材とな

り得ているとも言えます。

　その魅力のひとつは、反射性です。ガラスは透明でありながらも、そ

の反射性によって光やモノ、あるいは人の動きなどを、自在にその表面

に映し込むことができる。それは素材に豊かな表情を与えると同時に、

空間内に広がりや動きを与えることになる。

リビングバリエーション

Aプラン「アンティーク」のモデルプラン

Aプラン 『アンティーク』 Bプラン 『ソーホー』

キッチンバリエーション



ど色の濃いカラーガラスでは70％ほどの“虚像率”となり、淡い色

ではそれが20％くらいになる。しかもそこに加えられる色味は、ガ

ラスという素材を通して認識されるため、直接的な塗装とはまるで

違った深みを空間にもたらします。特に僕が特筆すべきだと思うの

は『マテラック』ピュアホワイトの存在です。マットな質感が特徴のこ

のカラーガラスは、その柔らかい風合いと温かみを感じさせる手触

りという点で、ガラスならではのテクスチュアの新たな地平を切り

開くものだと感じています」（游佐氏）

設計者の思いとニーズに応えていく

セッションでのやりとりから浮かび上がってきたのは、設計者の素

材に対する思いだ。「見る角度によって表情が変化するカラーガラ

スはつくれないか」「部屋の照明を消したとたんにジワーッと光る

蓄光塗料のカラーガラスはできないか」など、 カラーガラスならで

はの素材感を活かした未知なる可能性に向けた游佐氏のアイデア

は尽きることがない。

「僕が最も残念だと感じているのは、カラーガラスはまだまだ使う

場所が限られてしまうこと。無機塗料を積極的に取り入れた耐光

性に優れた製品の開発や、水漏れが起こらない施工方法の工夫な

どで、カラーガラスを外装や水回りに普通に使えるようになるだけ

でも、その可能性は大きく広がるはず」と語る游佐氏に、木下氏は

「シーズ（技術の種）だけを追求するのでなく、設計者やデザイナー

からのニーズやウォンツに応えていくことは、私たちメーカーの責

務だと考えています。カラーズギルドの活動やこうしたセミナーを

通して私たちがそれを聞かせていただき、空間デザインの可能性を

広げる製品の提供に努めていきたい」と締めくくった。

今回のセミナーで得た知識やインスピレーションをヒントに、これから

建築家やデザイナーがどのような空間をつくり上げていくのか、また、

メーカーがどのような製品を開発していくのか注目して待ちたい。

Seminar
    Report

問だ。セッションは、『月刊商店建築』編集長・山倉礼士氏のコーディ

ネートのもと、游佐氏が、自らのプロジェクトを進めていく中で抱い

たガラスに対する疑問を、AGC旭硝子で商品開発を担当する木下

純氏に投げかけることで、ガラスに対する知識をオーディエンスと

ともにより深めていこうという趣旨だ。

カラーガラスの“虚像率”

まず游佐氏は、メタルジョイント工法、グリッドシェル構造、フロストガ

ラスやカラーガラスの外装材としての使用例など、日本とはひと味違

う海外のガラス事例、また、カラーガラスを積極的に導入した自らの

作品をスライドで紹介。そこにおいてなぜガラスが魅力的に見えるの

か、あるいは逆になぜ魅力的に見えないのかを分析し、ガラスおよび

カラーガラスの魅力を改めて浮き彫りにしようと試みた。

「ガラスの魅力は、僕は素材感にあると思う。際立った透明性という

属性に惑わされて、いたずらにその存在を消すことに努めた大空間

よりも、ガラスならではのテクスチュアに目を向け、反射性や透過性

をコントロールすることでその素材感を際立たせることに成功した

空間にとても魅力を感じます」（游佐氏）

それに対して木下氏はこう続ける。「海外でフロストガラスを外装

材として使う例が増え始めているのも、そうした意識の現れかもし

れません。ガラスも質量と組成を伴った物体であることは間違いな

い。ガラスならではの平滑性を逆手にとって、あえて表情を際立た

せることが、一歩先を行くガラスの使い方として新しさを感じさせ

るのではないでしょうか」。

そこで、山倉氏は「そうした意味ではカラーガラスも、透明性をあえ

て封印したという点で、ガラスならではの素材感を活かした使い方

がさまざまにできそうですね」と期待する。

「カラーガラスは、その反射性を自在にコントロールできるという

点で、他とは一線を画す素材です。鏡だとリアルすぎる虚像が、黒な

建築家が抱いたガラスへの疑問

今回の講師は、建築家の游佐清文氏。話の糸口となった「7つのギ

モン」とは、以下の通りだ。

----------------------------------------------------------------------------------

〈ギモン1〉 ガラスの魅力とカラーガラスの魅力って何だろう？

〈ギモン2〉 ガラスがカラーガラスになると、「素材」が「材料」になっ

てしまう気がするのはなぜだろう？

〈ギモン3〉 なぜクライアントは、透明ガラスよりもカラーガラスの安

全性が気になってしまうのか？

〈ギモン4〉 1枚のカラーガラスは、最長何メートルまで作れる？

〈ギモン5〉 見る角度によって表情が変化するカラーガラスは、どう

すればつくれる？

〈ギモン6〉 部屋の照明を消した途端にジワーっと光る壁があった

ら素敵だ。「蓄光」できるガラスって可能なの？

〈ギモン7〉 「有機塗料」と「無機塗料」の違いって何だ？

----------------------------------------------------------------------------------

これらは、実際に游佐氏がこれまで設計業務を通して感じてきた疑

周辺環境をさまざまに映し込む反射性と鮮やかな発色、そして

高質かつ硬質な質感により、空間クリエイターから熱い注目を集

めるカラーガラス。その魅力を検証し、時代に即した空間デザ

インへの応用の可能性を議論し、その成果を広く発信することを

目的に組織されたのが「AGC Colors Guild」だ。第一線で活

躍するデザイナー、建築家、コーディネーター 5 組によって構成

されている。

その成果を広く一般に公開する「AGC Colors Guild セミナー」。

第 3 回目を迎えた今回は、「建築家が抱いた７つのギモン 〜カ

ラーガラス＆ガラスをめぐって」をテーマに、ガラスという素材

の可能性について、熱いトークセッションが繰り広げられた。

設計者と共有し育てる
ガラスの未来

AGC colors Guild  第 3 回 セミナー

セ ミ ナ ー

リ ポ ー ト

日時	：	 2012年3月8日（木）

		  18:30 ～20：00

場所	：	 AGC studio 2階会議室

1 クリアガラス、フロストガラス、カラー
ガラス「マテラック」を用いたオフィス空
間。「マテラックは、ガラスでありながら
柔らかい手触りを感じる」という游佐氏
(いずれも游佐氏による設計)2 黒いカ
ラーガラスが壁面に貼られた中華レスト
ランのエントランス空間。黒のカラーが強
く存在 しながら、歩く人の影がリアルす
ぎず効果的に映り込む。游佐氏は「虚像
率 70%くらい」と表現する 3 ベトナム料
理レストランでは、腰壁に 3 種類のアー
スカラー系のカラーガラスを凹凸を付け
て貼っ た。色味とテクスチャーと凹凸で、
柔らかなガラスの表現に挑戦した
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